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CryogenicsShowcase,ICEC9-ICMC裏 方 の 記 録
低 温 セ ン タ ー 山 本 純 也(吹 田4106)
8年振 りの低温工学 国際会議
(工GEG)が 神戸で開かれる
機会に,本 格的な低温関連機器
の展示会(CryOgenic
ShOwcase)を開 きたい とい
う声の上 ったのが昨年の4月 頃
であった。会議が神戸 ポー トア
イラン ド内の国際会議場 と決 っ
たので,そ のす ぐ近 くに ある国
際展示場 を使 うもの として計画
が進め られた。展示会の母体は
本会議 と切 り離 し,に ぎやかな
ことの好 きな低温工学協会関 西支 部が引受け るこ とにし,大 阪市大の信貴先生を委員長とす る展示委員
会 を組織 した。 これは展示会で赤字 を出した ときに本会議 で負担す るわけにはいかないとい う事情 もあ
ったよ うであるo
・過去 低温関係の展示会が無かったわけで もないが,一 般市民を対象 とす るほどの ものはなかったし,
外 国において も30小間程度の ものであるため,委 員会でまず基本方 針を立てた。
o低 温関連機器総合展示会 とし,低 温 ・超電導に関連す るすべての分野か ら出展 を求める。また政府
関係のプロジェク トに も働 きかけ るQ
o単 な る商品宣伝 の場 でな く,現 在の低温工学 の水準 をPRす る場 とする。
o出 版物 コーナーを置 き,現 在 日本で入手 しうる低温 ・超電導関係の図書を集める。
oバ ーラウンジを置 き,会 場 内を楽しめる雰囲気にす る。
以上 の方針の元に国内外 に1stcircu工a,rを8月 に,2nd-GirGu■arを10月に出した結果
民間会社40社と宇宙開発事業団・ 日本原子力研究所,神 戸商船大学 の計43機関で72小間 とい う主催者の
予想(60小間を予定 していた)を 大 きく上 まわる申込みがあった。
72小間の小間配置 は企業 にとっては非常に気になるところであ り,公 平 とい うことがあ りえないため
非常に苦労したところであ る。 申込書によつて出展品 目を大 きく 材料,低 温機器,超 電導応用,超 電
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導材料,計 測,部 品等 にわけてブロックわけをして決 めたが,中 には 申込書にかかれた品 目 と全 く異な
るものを陳列 した会社 もあ り,ブ ロック分けが一部で くずれるとい うことも起 った。ただ心 配 した小間
割に対す るクレームが特に何 もなかったのはブ ロック分け を理解 して もらったことと,展 示 委員 を出し
てい る会社が遠慮 されたことによるだろ う。特 に一番良い場所 を公的機関が占めたことがよかったよ う
であるo
民間会社に所属す る展示委員が居 るといって も皆研究老 ・技術老であるため,展 示会 の設営等がで き
るわけではない。そこで広告会社に委託す るとい う方法を とった。この ことが結果的に レイア ウトや装
飾等が洗練 された土に,電 気 ・水道 ・重量物搬入等の実務 で トラブルを齢 こさないとい う良い結果 とな
ったo
国際 会議の直前 になって本会議場の設営,社 交 行事等の会議実行 面の仕事が関西のメンバーに依頼 さ
れるとい う突発事が起 ったため,展 示委員(ほ とんど全員 が会議の実行に借 り出 された)は 二重の仕事
をか かえ るこ とになったが,小 間割・までが決 っていたため,残 務 を関西支部事務局 で担 当し展示会 当 日
を迎えた。
展示委員はこれだけ努力 したのだか ら,た くさんの人が来て くれるだろ うと思 っていたが,心 の中で
は非常な不安 も感 じていた。5月11日の朝9時,特 に テープカット等 もな く開いたが不安 が吹 き飛ぶ よ
うに訪れ る人が多かった。受付には女性2名(阪 大内か ら才色兼備の人 を選んだ)と 展示委員1名,広
公会社か ら2名 が常時詰めたが,ゆ っ くり昼.食もとれなか ったほ どであ った。4日 間で延ぺ4000名で
特 に2日 目は初 日のテ レビニユースの影響 もあって2000名 を迎えることになった。国際会議の登録者
数が550で あったから,2度 ずつ来 たとして も1100名であ り,一 般の参加者の多か ったことがわか
るo
会場での人 の集 り具合をみてい ると,か な りまんべんな く展示物をみていたよ うで,特 に手持ぶさた
の ところはなかったよ うである。ただ し小 間 と2小 間の違 いは大 き く,装 飾に当 っての空間的余裕のあ
る2小 間以上に魅力的な展示 がみ られた。重電3社 が申し合わせた ように超電導応用の パネル展示を広
いスペースをとって行 っていた。出展会社 の中でただ一社4小 間を占め たバルブ会社 の派手な行動 が話
題 で もあった。
神戸商船大学の磁気推進船,宇 宙開発事業団の水 素 ロケッ トエンジンはやは り実物の持つ魅力で多 く
の人を集めてい たし,超 電導材料 では外 国 と日本 との正面か らのぶつか りあいを感 じさす熱気が あった・
バー ラウンジは 当初 コ・一ヒーや ジコ・一スを飲む人達ばか りで拍子抜けであったが,3日 目位にな ると
国際会議 を抜 け出して水割 りを楽 しむ姿が多 くみ られ,目 的を達成す ることがで きた・
日本で初めて開いた低温の展示会が成功 に終 ったのは何 ん といって も日本の低温 の実力が伸びたこと
に よると思われ るo国 際会議の今回の標語 は 』電℃ryogeniGs-theKeyforthe
Fu加 一re"であった。今後の技術に低温工学 が寄与す ることが多 くあらわれるもの と期待 している。
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